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１ 趣 旨 

  東日本大震災の教訓から石巻市地域防災計画において、市民・事業所における非常用

食糧備蓄の推進を図ることとしており、本市においても職員自らが非常用食糧を職場に

おいて備蓄する取り組みを実施することにより、本市の防災力向上に寄与するとともに、

職員の防災意識の向上を図る。 

２ 課題と現状 

  平成２３年度に実施した職員備蓄による非常用食糧が、平成２８年２月に賞味期限切

れとなる。 

  また、東日本大震災の経験から、災害発災後に職員自ら食糧を調達することが困難で

あることや、必要量が確保できないときは、市民や職員への供給ができないことも想定

されるところである。 

３ 備蓄の推進方針 

  それぞれの職員が準備することを基本に、全職員を対象とした職場（家庭を含む）に

おける職員自らの非常用食糧の備蓄に取り組む。 

４ 備蓄の内容 

  東日本大震災の初動体制を考慮して、一人当たりの職員備蓄目標は２日～３日分とし、

非常用食糧と飲料水を備蓄することを基本とする。 

  また、非常用食糧は、ライフラインの寸断を想定し、水やお湯を使用せずそのまま食

することができるものであり、賞味期限はできるだけ長期保存（賞味期限５年）できる

ものとする。飲料水についても長期保存（賞味期限５年）可能なものとする。 

５ 具体的な取り組み 

  全庁的な取り組みを呼びかけ、各自での購入のほか、購入斡旋について前回同様に市

職員厚生会を通じて実施する。 

  なお、今年度斡旋する備蓄品については、市内業者が地元食材を活用して開発した 

製品の提案があったことから、次のとおりとする。 

・白ご飯（食塩付き）２食 ・わかめご飯１食 ・ひじきご飯１食 ・五目ご飯１食    

・パン１食 ・飲料水（500ｍｌペットボトル）３本     価格：2,000 円(税込) 

※上記の内容を１セット毎に職員ロッカーに収納できるサイズの段ボール入りで納品 

６ そ の 他 

  職員備蓄については、「自らの身の安全は自らが守る」という防災の基本に鑑み、職員

自らの判断により備蓄を促すものであり、職場に加え家庭における備蓄についても、全

職員に呼びかけ、推進を図る。 


